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暑熱対策①（給水設備の充実）

• これまでに、飲料の自動販売機やウォーターサーバー等の給水設備を会場内の各所に設置し、十分に水分
補給可能な環境を整備。

• 設置状況は、博覧会協会HP上の「今週の万博」から地図上（マップ形式）で確認可能。

給水設備の設置状況 ※6/15現在

●自動販売機：248台 ●その他の給水設備：計68台

園路に設置されているもの

リング上・施設内に設置されているもの

・ ウォーターサーバー：41台（園路：22台、リング
上：5台、施設内：14台）

・ 常温の水飲み器 14台
・ 常温の手洗い器 13台（1台につき蛇口は3か所）
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暑熱対策②（日陰の創出、送風設備の充実）

• 今後の気温上昇も見据え、博覧会協会において、給水設備の充実に加え、日陰の創出や送風設備の充
実といったハード面の整備も実施。

【会場内】
• 園路等へのパラソルの設置：約200台→300台超（＋150台）
• 園路等におけるファンの稼働：20台（新規）

※さらに追加で10台弱予備あり（6/6現在）
※6月中にミストファンとして稼働予定

• EVバス休憩所の設置、クールスポットとしての活用：2台（＋1台）

【東エントランス広場】
• スポットエアコンによる送風：40台（新規）
• 日傘の貸出：800本（新規）
• 一時的に小休止可能な休憩所の運用（新規）

【第二交通ターミナル～西エントランス広場】
• 歩行者動線上におけるミストファンの稼働：18台（新規）
• エントランス広場におけるスポットエアコンによる送風：20台（新規）

東西エントランス広場に設置されている
スポットエアコン→

↑園路上のパラソル ↑園路上のファン ↑いのちパークのミスト
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暑熱対策③（来場者サービスの充実、医療・救護体制の整備等）

• 来場者向けの予防啓発活動として、熱中症予防に関するHP上での情報の発信や、来場者向けメール配
信による注意喚起、場内放送やデジタルサイネージを活用した来場者への水分・塩分補給呼びかけを実施。

• また、熱中症患者が発生した場合に備え、会場内に計8カ所の診療所・応急手当所も整備。場内スタッフ
の初動対応を定め、傷病者発見時に救護所から迅速に対応出来るよう体制を構築。

• 周辺の各機関の状況も踏まえたうえで、暑さ指数に応じた対応策（特別警戒アラート発令時等における閉
園等の必要な判断、手続を含む）を講じることとしている。

HP上の「気象・安全情報」 医療救護施設の配置
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